
石

川

年

足

と

山

田

寺

堀

池

春

峰

奈
良

県
桜
井
市
山
田
に
存
在
す
る
山
田
寺

(浄
土
寺
)
が
近
代
に

な
っ
て
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
昭
和
十

二
年
十
月

に
興
福
寺
東
金
堂
の
解
体
修
理
に
当

っ
て
、
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
須

弥
壇
下

よ
り
、
巨
大
な
銅
造
仏
頭
と
銀
製
の
肘
や

『日
本
霊
異
記
』

の
古
写
本
が
発
見
さ
れ
た
時

で
あ

っ
た
。

山

田
寺
が
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
創
建
に
端
を
発
し
、
四
十
五

年
を
経

た
天
武
十
三
年

(六
八
五
)
三
月
に
丈
六
銅
造
の
仏
像
が
開

眼
供
養

が
行
わ
れ
た
こ
の
丈
六
仏
像
こ
そ
、文
治
三
年
(
=

八
七
)

に
興
福
寺
衆
徒
等
に
よ
り
強
奪
さ
れ
、
前
年
に
再
建
さ
れ
た
東
金
堂

本
尊

に
移
安
さ
れ
た
薬
師
三
尊

の
う
ち
の
本
仏
で
あ

っ
た
こ
と
が
、

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
の
裏
書
と
九
条
兼
実
の
日
記

『
玉
葉
』
の

対
比

に
よ
っ
て
判
明
し
た
。
大
正
十
年
寺
地
は
史
蹟
指
定
を
み
た
の

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
発
掘
調
査
は
昭
和
五
十

一
年
に
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所

(飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
)
に
よ
り
、
以
後
数
次
に

亘

っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
都
度
画
期
的
な
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
野
明
天
皇
十
三
年

(
六
四

一
)
三
月
に
山
田
の
居
処
に

寺
地
を
開
き
、
皇
極

二
年

(六
四
三
)
に
金
堂
を
創
建
し
、
大
化
四

年
(六
四
八
)
に
僧
が
止
住
す
る
に
な
っ
た
当
寺
は
、
翌
五
年
三
月
、

異
母
弟
の
蘇
我
日
向
の
諜
言
に
あ
っ
て
、長
子
興
志

・
法
師
(失
名
)

.
赤
猪
の
三
男
と
女

一
人
と
共
に
自
経
し
て
は
て
、
妻
や
随
身
者
な

ど
は
殆
ど
自
害
も
し
く
は
絞
首
刑
と
か
配
流
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
財
産
は
没
収
さ
れ
た
こ
と
が

『書
紀
』

に
み
え
る
。
た
だ
石
川
麻

呂
の
女
乳
媛

(孝
徳
天
皇
妃
)
・
遠
智
媛

(
天
智
妃
、
持
統

・
太
田
皇

女
ノ
母
)
・
姪
媛

(天
智
妃

・
元
明

ノ
母
)
は
、
す
で
に
入
内
し
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
累
は
及
ば
す
に
終

っ
た
が
、
石
川
麻
呂
の
直
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(1

)

系
男
子

は
こ
こ
で
断
絶
し
て
し
ま

っ
た
。

『
法
王
帝
説
』
の
裏
書
に
み
え
る
建
立
次
第

に
よ
る
と
、
石
川
麻

呂
自
害
後
十
五
年
を
経
た
天
智
天
皇
二
年

(六
六
三
)
に
至

っ
て
造

塔
の
工
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
天
武
元
年

(六
七
三
)
十
二
月
に
塔

の
心
柱
が
、
金
銀
壺

・
青
玉
瓶
に
仏
舎
利
八
粒
を
納
め
る
な
ど
し
た

(
2
)

舎
利
容
器
を
安
置
納
入
し
た
心
礎

の
上
に
建
て
ら
れ
、
工
事
は
や
が

て
三
年
後
に
完
成
し
、
丈
六
仏
も
前
記
の
通
り
天
武
十
三
年
に
開
眼

供
養
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
山
田
寺

の
か
か
る
工
事
の
進
展
は
、
誰

が
推
進
者
で
あ

っ
た
の
か
、
無
実
の
罪
で
自
害
し
た
石
川
麻
呂

一
族

の
菩
提

を
祈

っ
て
、
山
国
寺
建
立
を
再
開
し
た
の
か
、
史
上
明
記
す

る
も
の
が
な
い
。
た
だ
山
田
寺
が
石
川
麻
呂
発
願
で
、
蘇
我
氏
の
支

流
と
し
て
の
氏
寺

で
あ

っ
た
か
ら
、
石
川
麻
呂
の
無
罪
か
判
明
し
て

か
ら
大
宰
帥
と
し
て
中
央
よ
り
の
ぞ
か
れ
た
弟
の
蘇
我
臣
日
向

(身

刺

・
武
蔵
)
は
さ
て
お
き
、
弟
の
連
子

・
赤
兄
や
、
前
述
の
遠
智
媛

・
姪
媛
、
あ
る
い
は
赤
兄
の
女
で
天
智
天
皇
の
妃
で
あ
っ
た
常
陸
媛

な
ど
の
協
力
に
よ
っ
て
、
塔
の
創
建
が
天
智
天
皇
二
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
智
天
皇
三
年
五
月
に
死
去
し
た
蘇
我
臣
連
子

は
時

に
大
臣
の
要
職
に
あ
り
、
石
川
麻
呂
の
弟
で
も
あ

っ
た
か
ら
、

石
川
麻
呂

の
流
れ
を
継
ぐ
の
に
尤
も
近
し
い
位
置
に
あ

っ
た
。
天
智

二
年
の
山
田
寺
の
塔
の
建
立
発
願
は
、
こ
の
連
子
に
よ

っ
て
軌
道
に

の
っ
た
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
し
か
し
同
年
八
月
に
は
百
済
を
援
助

し
た
日
本
軍
は
白
村
江
で
大
敗
し
、
新
羅

・
唐
軍
の
侵
略
を
危
催
し

て
、
近
江
遷
都
や
崇
福
寺
の
創
建
、
さ
さ
ら

に
壬
申
の
乱
が
勃
発
し

て
、
塔
の
創
建
は
漸
く
天
武
天
皇
元
年
(書
紀
天
武
紀

二
)
に
な
り
軌

道
に
の
っ
た
ら
し
い
。
連
子
の
あ
と
は
大
海
人
皇
子
(天
武
天
皇
)
が

吉
野
隠
遁
の
前
に
、
近
江
朝
側
に
隠
謀
あ

る
こ
と
を
警
告
し
、
天
武

天
皇
即
位
後

に
小
納
言
に
登
庸
さ
れ
た
安
麻
呂
が
造
塔
と
丈
六
仏
の

鋳
造
に
深
く
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
強

い
。
壬
申
の
乱
に
当

っ
て

は
蘇
我
氏
の
本
宗
家
で
あ
る
蝦
夷

・
入
鹿

は
す
で
に
滅
ん
で
な
く
、

石
川
麻
呂
の
弟
の
連
子
の
子
安
麻
呂
系
と
、
赤
兄

・
果
安
な
ど
建
在

し
て
い
た
。
連
子
の
子
安
麻
呂
は
大
海
人
皇
子
に
好
意
を
よ
せ
て
い

　ヨ
　

た
の
に
対
し
て
、
赤
兄
な
ど
は
天
智
天
皇

の
重
臣
と
し
て
右
大
臣
中

臣
連
金
ら
と
共

に
、
大
友
皇
子
に
く
み
し
、
瀬
田
の
戦
い
に
破
れ
て

捕
虜
と
な
り
、
配
流
さ
れ
た
こ
と
は
周
知

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
赤
兄

お
お
ぬ

が
死
罪
を
ま
ぬ
か
れ
た
の
は
、
そ
の
娘
大
菱
が
す
で
に
大
海
人
皇
子

の
許

に
あ

っ
た
し
、
石
川
麻
呂
の
娘
遠
智
媛

の
う
ん
だ
鶴
野
讃
良

.

太
田
皇
女
も
と
も
に
皇
子
に
嫁
し
て
い
た
と
い
う
ミ
ウ
チ
的
関
係
が

配
慮
さ
れ
死
罪
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
い
え
る
。
連
子
の
子
息
安
麻
呂
が

大
津
朝
廷
方
の
動
向
を
大
海
人
皇
子
に
告
知

し
た
こ
と
は
已
に
の
べ

た
が
、
さ
り
と
て
壬
申
の
乱
に
当

っ
て
安
麻
呂
が
積
極
的
に
天
武
方
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に
加
勢

を
し
た
史
実
は
見
当
ら
な
い
。
安
麻
呂
の
没
年
や
く
わ
し
い

官
歴
な
ど
明
か
で
な
い
が
、
天
平
元
年
(七
二
九
)
八
月
に
没
し
た
左

大
弁
石
川
朝
臣
石
足
は
、
「淡
海
朝
大
臣
大
紫
連
子
之
孫
、少
納
言
小

(4
)

花
下
安
麻
呂
之
子
」
と
明
記
し
、
ま
た
そ
れ
よ
り
さ
き
和
銅
六
年
(七

=
二
)
十
二
月
に
死
亡
し
た
右
大
弁
石
川
朝
臣
宮
麻
呂
は

「
近
江
朝

(5
)

大
臣
大
紫
連
子
之
第
五
男
」
と
す
る
。
蘇
我
連
子
家
の
流
は
安
麻
呂

.
石
足

.
年
足

・
名
足
と
引
継
が
れ
、
年
足
の
弟
に
は
豊
成
と
人
成

(
6
)

と
が
輩
出
し
た
が
、
石
足
以
降
は
石
川
朝
臣
姓
を
称
し
て
い
る
。

蘇
我
氏
が
石
川
朝
臣
姓
に
改
称
さ
れ
た
初
見
は
、
天
武
紀
十
三
年

(六
八

四
)
十

一
月
の
天
武
八
姓
の
制
定
が
最
初
で
、
翌
年
九
月
に
六

道
巡
察
使
が
任
命

さ
れ
た
中
に
東
山
道
使
に
な

っ
た
石
川
朝
臣
虫
名

が
初
見

で
、
持
統
天
皇
五
年
(六
九

一
)
八
月
に
は
十
八
氏
に
詔
し
て

「
祖
等
纂
記
」
即
ち
、
本
系
帳
の
上
申
を
命
ぜ
ら
れ
た
中
に
、
大
三

輪

・
石
上

・
藤
原

・
巨
勢
氏
な
ど
と
共
に
石
川
氏
の
名
が
み
え
る
。

蘇
我
氏

が
何
時
頃
よ
り
石
川
氏
と
改
称
す
る
に
至

っ
た
の
か
は
詳
か

で
な
い
が
、
天
武
八
姓
以
前

に
湖
及
す
る
こ
と
は
疑
う
こ
と
は
出
来

な
い
。
改
称
の
理
由

に
つ
い
て
は
、
憶
測
の
範
囲
を
出
な
い
が
、
本

宗
家
の
蝦
夷

・
人
鹿
家
の
滅
亡
後
、
そ
れ
に
替

っ
た
と
思
わ
れ
た
倉

山
田
石
川
麻
呂
の
家
系
も
絶
え
、
蘇
我
氏
の
嫡
流
と
し
て
残

っ
た
の

は
連
子

の
家
系
を
中
心
と
す
る

一
族
で
あ

っ
た
。
石
川
氏
を
称
し
た

の
は
、
石
川
は
即
ち
河
内
国
石
川
の
地
は
、
も
と
蘇
我
氏
の
産
土
の

(7

)

地
で
あ
り
、
「
因
地
称
氏
」
と
い
う
慣
例
に
相
応
し
い
し
、
近
く
は
倉

山
田
石
川
麻
呂
の
忠
誠
を
も
顕
彰
し
、
本
宗
家
蘇
我
氏

へ
の
暗

い
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
が
出
来

る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

石
川
麻
呂

の
孫

に
当
る
鶴
野
讃
良
皇
后
を
は
じ
め
、
草
壁
皇
子
の
室

阿
閑
皇
女
(元
明
天
皇
)
ら
の
希
望
も
強
く
作
用
し
た
も
の
と
み
て
よ

い
。壬
申
の
乱
が
終
結
し
て
、
山
田
寺
の
工
事
は
久
方
振
り
に
再
開
さ

れ
、
塔
心
礎
に
鎮
壇
の
仏
舎
利
を
納
め
た
有
蓋
の
大
銃
を
納
め
、
天

武
天
皇
四
年
(六
七
六
)
四
月
八
日
の
仏
生
会
に
塔
の
露
盤
を
上
げ
落

成
を
行
い
、

つ
ず
い
て
同
十
三
年
(六
八
五
)
三
月
二
十
五
日
、
六
年

四
ヵ
月
を
よ
う
し
て
丈
六
銅
像
が
鋳
造
さ
れ
、
開
眼
供
養
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
三
月
二
十
五
日
は
ま
さ
に
石
川
麻
呂
の
自
尽
し
た
日
に
当

る
。
こ
の
丈
六
仏
像
こ
そ
、
文
治
三
年
三
月
に
興
福
寺
金
堂
衆

に
よ

(8

)

り
、
日
光

・
月
光
の
脇
侍
像
と
と
も
に
強
奪
さ
れ
、
応
永
十
八
年
(
一

四

一
一
)
閏
八
月
十
五
日
に
東
金
堂
と
共

に
罹
災
し
、
今
日
興
福
寺

に
伝
わ
る
白
鳳
の
傑
作
と
評
せ
ら
れ
る
巨
大

な
仏
頭
で
あ
る
。
建
保

四
年
(
一
二

一
六
)
に
僧
円
定
撰
に
か
か
る

『諸
寺
建
立
次
第
』
や
、

康
永
四
年
頃
の
撰
述
で
あ
る
護
国
寺
本

『
諸
寺
縁
起
集
』
に
は
山
田

寺
に
触
れ
、講
堂

に
丈
六
十

一
面
観
音
像
の
外
に
「
薬
師
丈
六
鋳
仏
、
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日
光
・月
光
鋳
仏
也
、
今
興
福
寺
東
金
堂
」
な
ど
と
記
録
し
て
い
る
。

『法
王
帝
説
』
裏
書
の
記
載
に
は
講
堂
創
建
に
つ
い
て
は

一
言
も
触

れ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
銅
造
丈
六
仏

は
薬
師
丈
六
仏
像
で
、
両
脇
侍

像
も
鋳
造
さ
れ
、
講
堂
も
こ
の
天
武
天
皇
十
三
年
三
月
に
創
建
さ
れ

供
養
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

天
武
朝
は
壬
申

の
乱
と
い
う
戦
火
を
交
え
て
政
権
を
把
握
し
た
の

ち
、
国
家
統

一
の
理
想
を
か
か
げ
、
律
令
国
家
建
設
に
む
か
っ
て
躍

進
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
元
興
寺
は
元
来
蘇
我
氏
の
氏
寺
で
は
あ
っ

た
が
、
官
治

の
例

に
入
る
に
相
応
し
い
大
寺
と
し
て
官
寺
の
あ
つ
か

い
を
う
け
、
護
国
三
部
経

の

一
つ
で
あ
る

『
金
光
明
経
』
が
広
く
流

布
さ
れ
、
国

の
大
寺
と
し
て
大
官
大
寺
や
、
皇
后
の
た
め
に
薬
師
寺

の
造
営

を
発
願
し
、
諸
国
の
国
衙
に
仏
殿
を
造
り
、
仏
像

・
聖
経
を

安
置
せ
し
め
、
寺
封
を
三
十
年
に
限
定
す
る
な
ど
、
国
家
仏
教

へ
の

萌
芽
が
顕
著
に
観
取
さ
れ
る
。

山
田
寺
の

造
営
は

か
か
る
気
運
の

浪
に
の

っ
て
続
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
さ
し
た
る
顕
官
も
輩
出

し
な
か

っ
た
石
川
朝
臣
氏
に
お
い
て
は
、

一
族

の
協
力
に
ま
つ
と
こ

ろ
が
多

か
っ
た
事
は
推
測
さ
れ
る
が
、
殊
に
皇
后
鶴
野
讃
良

の
援
助

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
氏
寺
と
い
う
制

約
も
あ

っ
て
正
史
に
納
め
た
山
田
寺
の
記
載
は
希
少
で
あ
る
。
天
武

天
皇
十
四
年
八
月
に

「
天
皇
幸
二干
浄
土
寺
二

と
み
え
る
の
が
初
見

で
あ
る
。
当
寺
が
創
建
当
時

い
か
な
る
寺
号

を
称
し
て
い
た
の
か
明

か
で
な
い
。
石
川
麻
呂
の
宅
地
山
田
に
創
建

さ
れ
た
の
で
山
田
寺
と

称

せ
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『法
王
帝
説
』
の
裏
書
に
も
浄

土
寺

と
称
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
学
僧
凝
然
は
そ
の
著

『
律
宗
獲

鑑
章
』
で
山
田
寺
の
法
名
を
浄
土
寺
と
注
記
し
て
い
る
。
飛
鳥

・
白

鳳
時
代
の
氏
寺
な
ど
に
は
殊
に
地
名
に
よ
っ
た
と
解
さ
れ
る
も
の
が

多
い
。

氏
名
と

地
名

は
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た
か
ら
当
然
で
あ
る

が
、
造
寺
が
盛
行
す
る
と
同

一
寺
名
も
頻
出
す
る
こ
と
も
当
然
あ
り

う
る
。
天
武
天
皇
七
年
四
月
に
寺
封
の
加
除

に
つ
い
て
記
し
た
の
ち

「
是
日
定
二寺
名
一」
と
寺
の
称
号
を
定
め
た
簡
単
な
記
載
が
み
ら
れ

る
。
当
時
漸
く
群
立
し
て
い
た
寺
々
の
寺
号
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

山
旧
寺
も
蓋
し
こ
の
頃
に
浄
土
寺
と
寺
号
を
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

石
川
麻
呂
を
は
じ
め

一
族
自
尽
の
往
生
浄
土
を
願

っ
て
の
寺
号
と
雌45

え
ら
れ
る
。
文
武
天
皇
三
年
(六
九
九
)
六
月

に
山
田
寺
に
寺
封
三
百

戸
が
三
十
年
を
限

っ
て
施
入
さ
れ
た
。
文
武
天
皇
の
母
は
の
ち
の
元

明
天
皇
で
あ
り
、
持
統
上
皇
も
健
在
で
あ

っ
た
か
ら
、
当
寺
の
維
持

経
営
を
配
慮
し
て
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
封
戸
三
百
戸
は
法

(9
)

隆
寺
に
準
じ
、
巨
勢
寺
の
二
百
戸
、
桧
隈

・
軽

・
大
窪
寺
の
百
戸
よ

り
も
多
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
さ
ら
に
大
宝
三
年
(七
〇
三
)
二
月

の
持
統
天
皇
の
四
十
九
日
の
忌
日
に
あ
た
っ
て
、
四
大
寺

(元
興

・
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川
原

・
大
官

・薬
師
寺
)
・
四
天
王
寺
な
ど
三
十
三
力
寺

で
仏
事
が
営

ま
れ
た
中
に
、
四
天
王
寺
に
次

い
で
山
田
寺
の
寺
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
等
三
十
三
力
寺
は
生
前
に
何
等
か
の
関
係
の
あ

っ
た
由
緒

寺
院
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

二

和
銅

三
年
(七

一
〇
)
三
月
の
平
城
遷
都
に
伴
い
、
阿
倍

・
山
田
道

に
あ

っ
た
山
田
寺
は
元
興
寺

(飛
鳥
)
・
弘
福
寺
(川
原
)
な
ど
と
共
に

現
地
に
の
こ
り
、
薬
師

・
大
官
大
寺
な
ど
も
移
建
さ
れ
、
民
衆
な
ど

も
平
城
京
や
そ
の
周
辺
に
移
住
し
た
。
石
川
朝
臣
を
名
乗
る
蘇
我
連

子
の
宗
家

一
族
も
そ
れ
ぞ
れ
居
を
平
城
に
移
し
た
こ
と
と
認
め
ら
れ

る
。
安
麻
呂
の
弟
で
連
子
の
五
男
宮
麻
呂
は
、
慶
雲
二
年
(七
〇
五
)

十

一
月

に
従
四
位

下
石
川
朝
臣

宮
麻
呂
と
称
し
て
大
宰
大
式
と
な

り
、
以
後
右
大
弁
従
三
位
で
和
銅
六
年

(七

=
二
)
十
二
月
に
没
し

(
10
)

 た
。
安

麻
呂
の
長
子
石
川
朝
臣
石
足
は
正
五
位
下
で
和
銅
元
年
三
月

に
河
内

守
に
な
り
、
養
老
四
年

(七
二
〇
)
十
月
に
は
左
大
弁
に
補

任
、
翌

五
年
六
月
に
大
宰
大
武
、
長
屋
王
の
変
後
権
参
議
と
な
り
、

天
平
元
年
(七
二
九
)
八
月
に
左
大
弁
従
三
位
で
死
去
し
罷
。
こ
の
頃

そ
の
系
譜
を
詳
か
に
し
な
い
が
、
和
銅
四
年
四
月
に
文
武
百
寮
成
選

者

に
選
ば
れ
た
石
川
朝
臣
難
波
麻
呂
は
、
同
七
年
十
月

に
従
四
位
下

で
常
陸
守
に
任
官
し
、
養
老
三
年
正
月
に
大
伴
旅
人

・
藤
原
武
智
麻

呂
な
ど
と
土
ハに
正
四
位
下
に
昇
叙
さ
れ
た
が
、
以
後
の
消
息
は
詳
か

で
な
い
。
こ
の
子
に
石
川
豊
人
、
豊
人
の
子
息
継
人
が
出
た
。
そ
の

他

石
川
朝
臣
足
人
や
同
君
子
な
ど
が

輩
出

し
て
い
る
。

足
人
に
は

『万
葉
集
』
(六
五
五
号
)
に
大
宰
帥
大
伴
旅
人
と
の
贈
答
歌
が
あ

り
、
神
亀
元
年
頃
大
宰
少
武
と
し
て
西
下
し
、
君
子
は
和
銅
八
年
五

月
従
五
位
下
で
播
磨
守
、
養
老
四
年
(七
二
〇
)十
月
に
兵
部
大
輔
、

翌
年
六
月
従
五
位
上
で
侍
従
と
な
り
、
風
流
侍
従
の

一
人
と
し
て
藤

原
武
智
麻
呂
と
も
交
遊
し
た
こ
と
が

『家
伝
』
下
で
窺
え
る
。

総
体
的
に
云

っ
て
石
川
朝
臣
氏
は
官
僚
貴
族
と
し
て
外
任
の
多
い

こ
と
が
特
色
で
、
議
政
官
と
な
っ
た
人
物

は
希
少
で
あ

っ
た
と
い
え

る
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
曽
て
の
蘇
我
氏
の
系
譜
を
伝
え
る
石
川
朝
臣

の
宗
家
と
考
え
ら
れ
る
安
麻
呂
の
直
系
の

一
族
に
は
、石
足
・年
足
、

年
足
の
弟
豊
成

・
人
成
な
ど
が
輩
出
し
、
石
川
氏
の
家
名
を
高
揚
し

た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
安
麻
呂
と
宮
麻
呂

兄
弟
に
は
娼
子
と
い
う
姉
妹
に
当
る
女
性
が
あ
り
、
早
く
藤
原
不
比

等
の
室
と
な
り
、
武
智
麻
呂

・
麻
呂

・
房
前

・
宇
合
の
四
子
を
生
ん

だ
。
娼
子
を
介
し
て
両
氏
は
深
い
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
天
平

九
年
の
四
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
こ
れ
等
藤
原
四
卿
は
赤
斑
瘡
に
よ

っ
て
急
死
す
る
が
、
そ
の
関
係
は
武
智
麻
呂
の
長
子
仲
麻
呂
に
引
継
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が
れ
て
行

っ
た
。
年
足
は
官
僚
貴
族
の
特
典
と
も
い
う
べ
き
蔭
位
制

に
よ
り
、
武
智
麻
呂

・
房
前

・
宇
合
な
ど
に
比
べ
て
遙
か
に
遅
く
、

五
位
に
昇
叙
さ
れ
た
の
は
天
平
七
年
四
月
の
四
十
八
歳
の
時

で
あ
っ

価
ゲ
天
平
勝
宝
元
年
(七
四
九
)
八
月
、
光
明
皇
后
宮
職
を
改
め
て
紫

微
中
台
が
構
成
さ
れ
、
紫
微
令
(長
官
)
と
し
て
甥
の
藤
原
仲
麻
呂
、

次
官
の
大
弼
に
参
議
大
伴
兄
麻
呂
と
と
も
に
式
部
卿
従
四
位
上
の
石

(
13
)

川
年
足
が
任
命
さ
れ
、
同
五
年
に
は
従
三
位
と
な
り
、
大
宰
帥
に
任

官
、
宝
字
元
年

(七
五
七
)
八
月
に
は
中
納
言
で
兵
部
卿

.
神
祇
伯
を

兼
ね
・
季

四
年
正
月
に
は
御
史
大
夫
(大
納
言
)
に
昇
灘

同
六
年

九
月
に
七
十
五
歳
で
没
し
た
。
現
在
国
宝
指
定
の
「
石
川
年
足
墓
誌
」

一
枚
は
文
久
三
年
(
一
八
二
〇
)
正
月
に
摂
津
国
嶋
上
郡
真
上
光
徳
寺

村
(高
槻
市
真
上
)
の
荒
神
山
よ
り
出
土
し
た
鋳
銅
製
の
や
や
巾

の
あ

る
短
冊

形
の
墓
誌
板
で
、
九
月
に
京
宅
即
ち
平
城
京
内

の
邸
宅
で
麗

じ
、
十

二
月
に
嶋
上
郡
白
髪
郷
酒
垂
山

に
埋
葬
し
た
こ
と
が
刻
さ
れ

て
い
る
。
年
足
は

「
枢
機
之
政
、
独
出
二掌
握
一」
と
光
明
皇
太
后
を

背
景
に
、
専
政
を
行

っ
た
仲
麻
呂
の
同
袖
と
し
て
批
判
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
石
川
朝
臣
氏
と
し
て
は
、
ま
れ
に
み
る
律
令
的
な
官
僚

貴
族
で
あ
っ
た
。

以
上

は
年
足
の
経
歴
の
概
要
で
あ
る
が
、
飛
鳥
古
京

に
の
こ
さ
れ

た
山
田
寺
と
年
足
の
関
係
を
の
べ
て
み
よ
う
。
年
足
の
仏
教
信
仰
に

だ
　

つ
い
て
は
、
幸
に
も
数
巻
の
古
写
経
が
伝
存

し
て
い
る
。
す
で
に
著

名
な
天
平
二
年
八
月
七
日
の
駿
文
を
の
こ
す

『弥
勒
成
仏
経
』

一
巻

で
、
従
三
位
左
大
弁
石
川
石
足
の

一
周
忌
の
た
め
に
そ
の
菩
提
を
祈

り
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
経
の
発
願
者
は
明
白
に
願
文
に
も

記
載
が
な
い
た
め
に
、
年
足
か
或

い
は
ミ
ウ
チ
の
関
係
に
あ
っ
た
藤

原
武
智
麻
呂
の
発
願
に
か
か
る
も
の
で
な

い
か
の
二
説
が
あ
る
。
武

智
麻
呂
と
す
れ
ば
勇
石
川
石
足
の
周
忌
の
仏
事
に
書
写
発
願
し
た
経

と
し
て
希
有
の
も
の
と
い
え
る
が
、
さ
し
た
る
決
め
手
が
な
い
。
後

述
の
天
平
九
年
の

『随
願
往
生
経
』
や
同
十
年
の

『
弥
勒
上
生
経
』

の
願
文
の
書
出
し
が
、
土
ハ
に
「維
天
平
九
年
歳
次
丁
丑
十
二
月
云
々
」

と
か

「維
天
平
十
年
歳
次
戊
寅
六
月
云
々
」

に
始
ま
る
願
文
構
成
と

類
似
し
、
旧
説
の
如
く
石
川
年
足
の
願
経

と
み
な
す
べ
き
と
思
う
。

願
文

に
は
、

当
願
必
得
レ牲
二生
親
史
多
天
↓
奉
二事
慈
氏
一聴
二聞
正
法
↓
登
二

臨
覚
路
一遂
契
二菩
提
殉

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
の
兜
率
天
に
牲
生
す
る
こ
と
を
願

っ
て
書
写
し

た
も
の
で
あ
る
。
年
足
は
時

に
四
十
三
歳

で
あ

っ
た
。

次
に
年
足
発
願
の
天
平
九
年
十
二
月
八
日
の

『随
願
往
生
経
』

一

巻
が
あ
る
。
長
文
の
願
文
に
よ
る
と
出
雲
国
守
在
任
中

に
発
願
し
た

も
の
で
、

「出
雲
国
守
従
五
位
下
勲
十
二
等
石
川
朝
臣
年
足
」
と
記
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し
、
死
去
し
た

「
為
三
一郎

一」
め
に
薬
師
三
尊
と
侠
侍
観
音
像
を

一

鋪

に
描

い
た
画
像
と
当
経

一
巻
を
書
写
し
、
亡
霊
に
資
し
た
と
記
し

て
い
る
。
こ
の
二
郎
は
蓋
し
年
足
の
二
男
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、

名
は
明
か
で
な
い
が
、
長
子
名
足
の
弟
(
二
男
)
と
い
う
事
に
な
る
。

さ
ら

に
天
平
十
年
六
月
二
十
九
日
の
願
文
を
も
つ

『弥
勒
菩
薩
上

生
兜
率
経
』
(弥
勒
上
生
経
)
が
あ
る
。

こ
れ
も

「出
雲
国
守
従
五
位

下
云
々
」
の
肩
書
き
が
あ
り
、
年
足
の
国
守
在
任
中
の

一
巻
で
、
願

文
中
に
、

年
足
、
慈
顔
永
隔
、
空
懐
二岡
レ極
之
哀
↓
諦
日
俄
臨
、
方
積
二終

身

之
感
↓

と
み
え
、
故
人
の
命
日
を
迎
え
て
、
弥
勒
菩
薩
画
像

一
鋪
と

『
弥
勒

上
生
経
』
十
巻
を
書
写
し
、
兜
率
天
に
牲
生
す
る
こ
と
を
祈

っ
て
い

る
。右

三
種
三
巻
の
経
典
は
と
も
に
故
人
の
追
善
に
資
し
た
も
の
で
、

年
足
と
極
め
て
近
親
の
人
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
前
代
以

来
盛
ん
で
あ
っ
た
兜
率
牲
生
の
信
仰
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
天
平

七
年
四
月
に
正
六
位
上
で
あ
っ
た
年
足
は
従
五
位
上
に
昇
叙
さ
れ
、

出
雲
守

に
任
官
し
、
年
足
個
人
と
し
て
発
願
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
出
雲
守
で
在
任
中

に

『大
般
若
経
』
二
部

・
千
二
百
巻
を
書
写

し
て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
て
触
れ
て
み
よ
う
。

大
般
若
経

一
部
六
百
巻
は
、
唐

・
玄
　

が
顕
慶
五
年
(六
五
九
)
か

ら
龍
朔
三
年
(六
六
三
)
に
か
け
て
、
長
安

・
玉
華
宮
を
翻
訳
道
場
と

し
て
漢
訳
に
成
功
し
た
大
部
な
聖
教
で
、
釈
尊
が

「
四
処
十
六
会
」

す
な
わ
ち
、
四
ヵ
所
処
を
か
え
て
十
六
度

の
智
慧
に
関
す
る
講
義
を

集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
大
宝
三
年
(七
〇
三
)
三
月

に
四
大
寺
で
転
読
し
て
い
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
天
災
防
止
の
聖
経

と
い
う
信
仰
が
あ
り
、
長
屋
王
の
如
く
和
銅
五
年
と
神
亀
五
年
の
二

回
に
わ
た
っ
て
書
写
し
、
平
城
左
京
に
大
官
大
寺

(大
安
寺
)
を
創
建

し
た
道
慈
は
、
工
事
な
か
ば
の
天
平
九
年
四
月
災
害
防
止
の
た
め
大

(
17
)

般
若
会
を
創
始
し
、
諸
大
寺
で
も
年
中
行
事
化
す
る
程
に
読
論
さ
れ

た
。
天
平
七
年
八
月
頃
か
ら
大
宰
府
に
流
行
し
た
赤
斑
瘡
は
や
が
て

平
城
京
内

に
も
猛
威
を
振
い
、
公
卿
以
下
多
数

の
犠
牲
者
を
出
す
に

至

っ
た
こ
と
は
前
に
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
同
九
年
三
月
丁

丑
(三
日
)
に

「
毎
レ国
、
令
レ造
二釈
迦
仏
像

一
躯

・
挾
侍
菩
薩
二
躯
↓

兼
写
申大
般
若
経

一
部
上」
の
詔
が
出
さ
れ
、
釈
迦
三
尊
の
造
像
と
大

般
若
経
の
写
経
の
功
徳
に
よ
っ
て
天
然
痘

の
鎮
圧
を
は
か
ら
ん
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
十
三
年
二
月

の
国
分
二
寺
建
立
の
詔
に

も
、
「去
歳
普
令
下一一天
下
↓
造
二
釈
迦
牟
尼
仏
尊
像
高

一
丈
六
尺
者
各

一
鋪
一井
写
中
大
般
若
経
各

一
部
上
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

こ
の
三
月
三
日
の
詔
は
国
分
二
寺
創
建
の
基
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
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る
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
後
期
の

『
大
般
若
経
』
巻
五
一
コ
ニ
の
帖

末
に
次

の
如
き
注
目
す
べ
き
識
語
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。

維
被
太
政
官
天
平
九
年
三
月
十
六
日
符
体
、
奉
三
月
三
日

勅
、毎
国
令
造
釈
迦
仏
壱
躯

・
挾
侍
菩
薩
武
躯
、兼
写
大
般
若

経
壱
部
者
、
国
宜
承
知
、
准

勅
施
行
者
謹
依
符
旨
敬
写
己
畢

天
平
十

一
年
歳
在
己
卯
三
月
癸
巳
朔
+
五
日
丁
未

国
司
大
初
位
下
守
目
大
蔵
伊
美
伎
神
主

正
六
位
上
行
介
路
真
人
大
市

守
従
五
位
下
勲
十
二
等
石
川
朝
臣
年
足
等
検
校
繕
写

現
存

す
る
大
般
若
経
巻
五
一
ゴ
ニ
を
書
写
に
当

っ
て
、
藍
本
を
忠
実

に
写
し
た
た
め
に
伝
存
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
述

『続
紀
』
の
三

月
三
日
造
仏
造
写
の
詔
は
、
こ
の
官
符
の
写
し
で
は
三
月
三
日
の
勅

と
な

っ
て
い
る
し
、
天
平
十
三
年
二
月
の
国
分

二
寺
建
立
の
詔
に
み

え
る

「釈
迦
仏
尊
像
高

一
丈
六
尺
者
各

一
鋪
」
は

『続
紀
』
三
月
三

日
の
釈
迦
三
尊
像
を
略
し
て
各
の
字
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た

一
鋪
と
あ
る
た
め
に
釈
迦
三
尊
の
画
像
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を

払
拭
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
官
符
は
三
月
三
日
の
勅
を
う
け
た
ま

わ

っ
て
大
般
若
経

一
部
の
み
を
書
写
し
た
が
、
官
符
は
三
月
十
六
日

付
で
下
し
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

こ
の
官
符
を
受
領
し
た
国
は
何
国

で
あ
っ
た
か
は
、
年
紀
の
あ
と
に
三
人
の
国
司
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
出
雲
国
で
あ
っ
た
こ
と
も
明

か
に
さ
れ
る
。
国
司
大

初
位
下
守
目
大
蔵
伊
美
伎
神
主
の
名
は
幸
に
も
天
平
十

一
年
の
出
雲

国
大
税
賑
給
歴
名
帳

(零
簡
)
に
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
事
に
よ

っ
て
傍
証
と
な
り
、
国
守
の
石
川
朝
臣
年
足

は
即
述
の
如
く
、
天
平

七
年
よ
り
国
守
と
し
て
在
任
し
て
い
た
。
た
だ
介
の
路
真
人
大
市

に

つ
い
て
は
管
見
に
触
れ
な
い
が
、
当
時
出
雲
国
介
と
し
て
在
任
し
て

い
た
史
実
が
判
明
す
る
。

以
上
を
要
約
す
る
と
、
天
平
九
年
三
月
三
日
で
国
毎
に
釈
迦
三
尊

像
と
大
般
若
経

一
部
六
百
巻
の
造
写
の
勅
が
出
さ
れ
、
太
政
官
は
同

年
三
月
十
六
日
の
官
符
で
そ
の
旨
を
諸
国
(国
衙
)
へ
命
じ
た
こ
と
、

官
符
を
受
領
し
た
出
雲
国
で
は
、
天
平
十

一
年
三
月
十
五
日
に
至

っ

て

大
般
若
経
を

書
写
し
、

国
司
三
役
が
署
名
し
た
こ
と
が

判
明
す

る
。こ

の
出
雲
国
の
大
般
若
経
の
藍
本
は
後
世
散
失
し
、
時

に
大
般
若

書
写
の
原
本
と
し
て
使
用
さ
れ
、
本
巻
の
如
く
、
そ
の
遺
影
を
想
像

さ
せ
る
に
止
ま
る
が
、
大
般
若
経
六
百
巻
の
書
写
は
外
国
に
あ

っ
て

は
大
事
業
で
あ

っ
た
こ
と
も
想
定
し
得
よ
う
。

年
足
は
こ
の
出
雲
国
の
大
般
若
経
の
外
に
、
同
じ
天
平
十

一
年
七

月
十
日
に
大
般
若
経
巻
二
三
二
を
書
写
し
て
い
る
。
本
巻
の
巻
末
に
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は
出
雲

国
守
の
肩
書
き
を
記
し
、

敬
写
大
般
般
若
経

一
部
、
置
浄
土
寺
、
永
為
寺
宝

と
墨
書
し
、
自
身
の
延
命
を
願

い
、
ま
た
さ
ら
に
、

願
内
外
春
属

・
七
代
父
母
、
元
辺
元
境
有
形
含
識

に
至
る
す
べ
て
の
も
の
が
、
覚
り
の
境
地
に
入
る
こ
と
を
願

っ
て
い

る
が
、
大
般
若
経
が
納
置
さ
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
天
平
九
年
か
ら
十

一
年
に
か
け
て
の
諸
経
の
書
写
は
、
年

足

の
出
雲
守
在
任
中
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
国
衙

の
史
生
と
か
舎
人

の
中
か
ら
能
筆
の
士
を
選
び
、
督
励
し
て
書
写
さ
せ
た
に
ち
が
い
な

い
。年

足

は
同
十

一
年
六
月
に
善
政
の
故
を
も

っ
て
、
絶

・
布

・
正
税

を
賜
り
表
賞
さ
れ
た
が
、
そ
の

一
部
に
は
出
雲
国
大
般
若
経
書
写
が

善
政

の

一
つ
に
加
え
ら
れ
て
褒
賞
の
対
象
と
な

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
年
足
を
頂
点
と
す
る
石
川
朝
臣
氏
と
山
田
寺
と
の
関
係
は
今
日

伝
存
す
る
古
写
経
に
よ
っ
て
の
み
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
造

寺
造
仏

や
寺
観
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
全
く
詳
か
で
な
い
。
し
か

し
、
年
足

・
名
足
な
ど
の
世
代
に
は
氏
寺
護
寺
の
方
策
が
と
ら
れ
た

可
能
性

が

多
分
に
あ
る
。

天
平

勝
宝
六
年

二
月
に
平
城
京

に
到
着

し
、
授

戒
を
始
め
た
唐
僧
堕
真

一
行
は
、
僧
侶
に
旧
戒
を
捨
て
て
四

分
律
の
持
戒
を
す
す
め
た
が
、
そ
の
中
の

一
人
に
行
潜
が
い
た
。
こ

の
行
潜
は
肇
真
の
高
弟
法
進
の
弟
子
で
山
田
寺
の
僧
で
あ

っ
た
し
、

平
安
時
代
の
元
興
寺
の
学
匠
護
命
も

一
時
当
寺
に
止
住
し
仏
舎
利
を

感
得
し
た
と

『
続
日
本
後
紀
』
に
伝
え
て
い
る
。
平
安
遷
都
は
山
田

寺

に
致
命
的
影
響
を
与
え
た
に
ち
が
い
が
な

い
。
氏
人
石
川
朝
臣
氏

の
平
安
京
移
住
は
両
者
の
関
係
を
疎
遠
と
し
た
こ
と
は
否
定
出
来
な

い
。
治
安
三
年
(
一
〇
二
三
)十
月
に
藤
原
道
長
は
高
野
山
詣
で
の
途

中
当
寺
に
立
寄
り
、
堂
中
の

「奇
偉
荘
厳
」
に
驚

い
た
こ
と
が
、
『扶

桑
略
記
』
で
判
明
す
る
が
、
地
利
的
関
係
も

あ
っ
た
か
ら
か
、
長
元

七
年
(
一
〇
二
八
)頃

に
は
多
武
峯
寺
と
の
関
係
が
生
じ
、
石
川
麻
呂

の
命
日
に
法
華
八
講
が
営
ま
れ
た
ら
し
い
。

し
か
し
嘉
保
三
年

二

〇
九
六
)
頃

に
は
、
山
田
寺

の
梵
鐘
は
多
武
峯
の
浄
土
堂
の
鐘
に
強

(18
)

奪
さ
れ
た
と
い
う
。
文
治
三
年
の
興
福
寺
東
金
堂
衆
の
薬
師
三
尊
強

奪
事
件
以
前

に
、
寺
観
哀
退
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
た
こ
と
が
察
せ

ら
れ
る
。

(十
月
廿
九
日
)

〔
註
〕
(
1
)

日
本
書
紀
巻

二
十
五

・
大
化
五
年

三
月

己
巳

・
庚
午

の
条
。

(
2
)

法
王
帝
説
裏
書

・
「
癸
酉
年
十

二
月
十
六
日
建
塔
心
柱

、其
柱
礎
中
作

(
マ

マ
)

円
穴
刻
浄
土
寺
、
其
中
置
有
蓋
大
銑

一
口
、
内
盛
種

く
殊

玉
、
其
中
有

塗
金
壺
、
壷
内
亦
盛
種

く
殊
玉
、
其
中
銀
壺

(中
略
)
玉
瓶
其
内
納
舎

剰

八
粒
」

と
あ

る
。

(
3
)

日
本
書
紀
巻
廿
八
、
天
武
即
位
前
紀

(天
智

十
年
)
十
月
庚
辰

の
条
。
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(
4
)

続
日
本
紀
巻
十
、
天
平
元
年

八
月
丁
夘
石
川
石
足
薇
伝
参
照
。

(
5
)

同
紀
巻
六

・
和
銅

六
年

十
二
月
乙
未
右
大
弁

石
川
宮

麻

呂
麗

伝

参

照
。

(
6
)

石
川
朝

臣
姓
を
名
乗

っ
て
い
る
者

の
初
見
は
、
書
紀

・
天
武
十

三
年

九
月
戊
午

の
条

に
み
え
る
石
川
朝
臣
虫
名

で
、
連
子
系

で
は
続
紀

・
和

銅
元
年
三
月
丙
午

の
条

に
河
内
守

に
な

っ
た
石
川
朝

臣
石
足
が
早

い
。

(7
)

三
代
実
録
巻
三
十
二

・
元
慶
元
年
十

二
月
廿
七
日
癸

巳
の
条

に
、
右

京
人
前
長
門
守
石
川
朝
臣
木
村
な
ど
石
川

・
箭

口
を
改

め
て
姓
宗
岳
朝

臣
を
賜

っ
た
木
村
奏
言

に
見
え

る
。

(
8
)

玉
葉
巻

四
十
八

・
文
治
三
年

(
=

八
七
)
三
月
九

日

・
十

一
日
、
五

月
廿
三
日
。
同

五
年

八
月
廿

二
日

な
ど
に
屡
見

す
る
。

(9
)

日
本
書
紀
巻
廿
九

・
朱
鳥
元
年
八
月
己
丑

・
辛
夘

の
条

に
見
え
る
。

法
隆
寺

三
百
戸

の
寺
封

に
つ
い
て
は
、

天
平

十
九
年

一
月

の
同
寺
流
記

資
財
帳

巻
末

に

「
又
大
化

三
年

歳
次

戊
申

九
月
廿

一
日
己
亥
」

に
施

入
、
天
武

七
年

に
停
止

の
こ
と
が

み
え
る
。

(
10
)

続
日
本
紀
巻

六

・
和
銅
六
年
十

二
月
乙
未
、
右
大
弁
石
川
朝
臣
宮
麻

呂
麗
伝
に

「
近
江
朝
大
臣
大
紫
連
子
之
第
五
男
也
」

と
あ
る
。

(11
)

同
紀
巻
十

・
天
平
元
年

八
月
九
日
、
左
大
弁
石
川
朝
臣
石
足
麗
伝
参

照
。
石
足
は
連
子
孫

で
安
麻

呂
の
子

と
あ

る
。

(
12
)

野
村
忠
夫
氏

『律
令
官
人
制

の
研
究
』
所
収
第

二
篇
、
律
令
官
人

の

出
身

と
階
層
構
成

参
照
。

(
13
)

続
日
本
紀
巻
十
七

・
天
平
勝
宝
元
年
八
月
辛
未

の
条
参
照
。

(
14
)

同
紀
巻

二
十

二

・
天
平
宝
字
四
年
正
月
丙
寅

の
宣
命

の
後

に
補
任
の

こ
と
が

み
え

る
。

(
15
)

公
卿
補

任

・
天
平
廿
年

の
石
川
年
足

の
条
参
照
。
伝
云

と
し

て

「率

性
廉
勤

習
於
治
礼

起
家
云

く
」

と
評
価
し
て
い
る
。
年
足

に
関

し

て
は
高
島
正
人
氏

『奈
良
時
代
諸
氏
族
の
研
究
』
四
五
五
頁

「
奈
良
時

代
中
期

の
石
川
朝
臣
氏
」

に
そ

の
経
歴
が
述

べ
ら

れ
て

い
る
。

(
16
)

米
沢

康
氏

「
石
川
朝
臣

年
足
の
生

涯
と
仏
教
」

(日
本
仏
教
五

・
東

京
)

が
あ
る
。

(
17
)

続
紀
及
び
天
平

十
九
年

二
月
十

一
日
、
大
安
寺
縁
起
井
流
記
資
財
帳

・
延
喜
式

な
ど
に
大
安
寺
大
般
若
会

の
事
が

み
え
る
。
大
般
若
会

は
道

慈

に
よ
り
創
設
諸
寺

に
普
及
し
た
。

(
18
)

建
久

八
年
撰

『多
武
峯
略
記
』
第

六
末
寺

の
条
等
参
照
。
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